
FEATURE STORYエシカル消費 SDGsが牽
け ん

引
い ん

自
己
利
益
も
社
会
の
幸
福
も

「
日
本
企
業
は『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ク
ト
』に
１
社
も
署
名
し
て
い

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
企
業
が

署
名
し
て
く
だ
さ
い
」

２
０
２
０
年
８
月
26
日
午
前
、

小
泉
進
次
郎
環
境
相
が
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
の
席
上
で
国
内
の
主
要
ア

パ
レ
ル
企
業
に
こ
う
呼
び
掛
け
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
パ
ク
ト（
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
協
定
）は
２
０
１
９
年
８

月
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
主
要
７
カ
国

首
脳
会
議（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）で
提

案
さ
れ
た
、
環
境
負
荷
削
減
の
た

め
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
だ
。
マ
ク

ロ
ン
仏
大
統
領
が
、
ア
パ
レ
ル
主

要
企
業
に
削
減
目
標
の
開
示
を
求

め
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。

協
定
に
は
シ
ャ
ネ
ル
、
Ｈ
＆
Ｍ
、

イ
ン
デ
ィ
テ
ッ
ク
ス
、
ア
デ
ィ
ダ

ス
な
ど
８
カ
国
、
32
グ
ル
ー
プ

１
４
７
ブ
ラ
ン
ド
が
署
名
し
た
。

し
か
し
小
泉
環
境
相
の
指
摘
の
通

り
、
そ
こ
に
日
本
企
業
の
名
前
は

な
か
っ
た
。

環
境
省
の
勉
強
会
に
参
加
し
た

の
は
伊
藤
忠
商
事
、
豊
島
、
日
本

環
境
設
計
、
倉
敷
紡
績
、
東
レ
、

帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｈ
＆
Ｍ

ジ
ャ
パ
ン
、
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
、

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
９

社
。
進
行
役
は
エ
シ
カ
ル
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
、
モ
デ
ル

の
鎌か

ま

田だ

安
里
紗
さ
ん
だ
っ
た
。
彼

女
が
小
泉
環
境
相
に
持
ち
掛
け
、

こ
の
日
の
勉
強
会
が
実
現
し
た
。

鎌
田
さ
ん
は
高
校
2
年
生（
17

歳
）の
時
か
ら
10
年
間
、「
エ
シ
カ

ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」を
発
信
し
て

き
た
。
そ
の
彼
女
は
、
こ
う
指
摘

す
る
。

「
国
連
貿
易
開
発
会
議（
Ｕ
Ｎ
Ｃ

Ｔ
Ａ
Ｄ
）は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
を『
世
界
で
２
番
目
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
産
業
』と
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
は
毎
年
、

５
０
０
万
人
が
暮
ら
す
た
め
に
必

要
な
水
を
使
い
、
約
50
万
㌧
も
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
た
合
成
繊

維
を
海
に
投
棄
し
て
い
る
の
で

す
」鎌

田
さ
ん
ら
が
拡
散
す
る「
エ

シ
カ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」の
発
祥

は
英
国
だ
。
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ハ
ム

ネ
ッ
ト
や
ス
テ
ラ
・
マ
ッ
カ
ー
ト

ニ
ー
ら
の「
エ
シ
カ
ル
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
」ブ
ラ
ン
ド
が
相
次
い
で

誕
生
し
た
。
２
０
０
８
年
ご
ろ
、

日
本
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
が
英
エ

シ
カ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
特
集
を
組

み
、
鎌
田
さ
ん
も
興
味
を
持
っ
た

と
い
う
。

「
負
の
影
響
を�

�
�

な
く
し
た
い
」

な
ぜ
鎌
田
さ
ん
は
エ
シ
カ
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
発
信
し
続
け
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を「
大

好
き
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
調
べ
て

い
く
う
ち
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界

の
裏
側
で
起
き
て
い
る
環
境
や
労

働
者
へ
の
負
の
影
響
に
つ
い
て

知
っ
た
。
こ
れ
は
何
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
」と
説

明
す
る
。

鎌
田
さ
ん
は
２
０
１
４
年
４
月
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
の
透
明
化
を

推
進
す
る
活
動「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」の
日
本
支

部「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
レ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
ア
パ
レ
ル

業
界
の
環
境
負
荷
や
人
権
侵
害
を

減
ら
す
た
め
の
運
動
を
始
め
た
。

２
０
２
０
年
７
月
、
一
人
の
高

校
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
サ
イ
ト

で
企
業
に「
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

を
求
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
話
題

を
集
め
た
。「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

過
剰
包
装
を
止
め
て
」と
い
う
呼

び
か
け
に
、
短
期
間
で
1
万
７
千

人
か
ら
賛
同
が
あ
っ
た
。

２
０
０
４
年
生
ま
れ
の
彼
女
が

こ
の
問
題
を
知
っ
た
の
は
、
中
学

２
年
生
の
時
。
母
親
か
ら「
世
界

で
は
毎
年
８
０
０
万
㌧
の
プ
ラ
ご

み
が
海
に
流
出
し
て
い
て
、

２
０
５
０
年
に
は
プ
ラ
ご
み
の
量

が
魚
の
量
を
超
え
る（
エ
レ
ン
・

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
財
団
と
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
調
査
）」と

左から、ファッション産業のサプライチェーンの透明化を目指す鎌田安里紗さん、気候変動を
訴えるグレタ・トゥーンベリさん、人種差別への抗議を示す黒マスクを着用する大坂なおみさん

の
記
事
を
見
せ
ら
れ
て
、
衝
撃
を

受
け
た
と
い
う
。

「
一
時
の
娯
楽
や
楽
し
み
の
た
め

に
、
地
球
環
境
に
負
の
影
響
を
与

え
て
良
い
の
か
」「
そ
も
そ
も
、
み

ん
な
は
こ
の
問
題
を
知
っ
て
い
る

の
か
」と
い
う
自
問
自
答
は
、
い
つ

し
か「
い
つ
か
み
ん
な
の
意
識
を
変

え
た
い
」と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

プ
ラ
過
剰
包
装
の
署
名
の
提
出

に
選
ん
だ
の
は
亀
田
製
菓
と
ブ
ル

ボ
ン
だ
っ
た
。
そ
の
理
由
は「
環

境
問
題
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
企
業
な
の
で
話
を
聞
い
て
く

れ
る
と
思
っ
た
か
ら
」と
い
う
。

亀
田
製
菓
で
は
、
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
全
商
品
を
環
境
に
配
慮

し
た
包
装
に
切
り
替
え
、
袋
菓
子

の
中
に
入
れ
る
プ
ラ
製
ト
レ
ー
も

全
廃
す
る
と
発
表
し
た
。
ブ
ル
ボ

ン
は
、
ス
ト
ロ
ー
と
し
て
も
使
え

る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ク
ッ
キ
ー

を
開
発
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
に
対
し
て
亀

田
製
菓
は「
学
校
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

教
わ
り
、
環
境
へ
の
意
識
を
強
く

持
っ
た
若
者
が
ど
ん
ど
ん
世
の
中

エシカル消費
SDGsが牽

け ん

引
い ん

「
エ
シ
カ
ル
消
費
」と
い
う
言
葉
が
世
に
出
て
き
て
10
年
あ
ま
り
が
過
ぎ
た
。
エ
コ
や

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
、
プ
ラ
ご
み
削
減
な
ど
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
消
費
行
動
全
般
を
指
す
概

念
だ
が
、
こ
こ
に
来
て
、
そ
の
機
運
が
急
速
に
高
ま
り
始
め
た
。
き
っ
か
け
は

２
０
１
５
年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）と
、
Ｚ
世
代（
１
９
９
５
年
生
ま

れ
以
降
）の
台
頭
だ
。

（�

オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森
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、
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ロ
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幸
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）

「ミレニアル世代とZ世代が最大世代に」
（米国の労働者人口のうち世代別内訳）
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